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はじめに
2017 年（平成 29 年）は、『学習指導要領』、『幼稚園教育要領』（第 5 次改訂）、『幼保連




























の後、ドイツではグリム兄弟が 1880 年代に 7 版もの改訂を重ねて収集再話した『子ども
i　チャップブック：18 世紀末に向けて、子ども向け文学として隆盛を迎えた。安価で小さな版型（約 6
センチ×約 10 センチ）の小冊子。素朴なイラスト付き。行商人によって売られた。
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子どもの文学の歴史を辿ってみると、中世の 15 ～ 18 世紀頃までは、昔話、すなわちお
とぎ話を語ることは禁止されていた。昔話は、くだらなく、絵空事で作品としても子ども
の教育上よろしくないという風潮があり、ほとんど書物としても出版されてこなかった。


























































「善 vs 悪」であったり、「貧乏 vs 金持ち」であったり、「美しい vs 醜い」のように、性格
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る。（pp.40 ‐ 41 リュティ、1969）
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秋草学園短期大学　紀要  34  号（2017年）
昔話では、はじまりの部分で、「昔々あるところに」と最小限に必要なことばを使って、
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「ああ、とてもね。きみにも一つほうってやるよ。
そういって、子ブタはとても遠くのほうへリンゴをほうってやりました。そして、オオ
カミが、そのリンゴをひろいに行っているまに、いそいでとびおりて、家までかけて帰っ
てしまいました。
つぎの日、オオカミは、またやってきて、子ブタにいいました。
「子ブタくん、きょうのお昼すぎ、シャンクリンの町に、市がたつんだ。おまえ、行くか？」
「ああ、行ってみよう。きみは何時ならいいね？」と、子ブタはいいました。
「三時。」と、オオカミはいいました。
そこで、子ブタは、いつものように、時間より早くでかけ、市につくと、バターをつく
るおけを買いました。そして、それを持って家に帰ってこようとすると、むこうのほうか
ら、オオカミがやってくるのが見えました。さあ、子ブタは、どうしていいかわかりませ
ん。そこで、子ブタはおけの中にかくれ、中から、おけをごろごろころがしました。する
と、おけは、グルグル、グルグル、まわりながら丘をおりはじめましたので、オオカミは、
すっかりおどろいて、市に行かないで、家に逃げて帰ってしまいました。
そこで、子ブタは、
「はあ、それじゃ、きみは、ぼくを見てこわがったんだな。ぼくは、市へ行って、バター
をつくるおけを買ってきたんだ。そのとき、きみがやってきたから、ぼくは、おけの中に
はいって、丘をころがりおりたんだよ。」といいました。
これを聞くと、オオカミはとても、とてもおこって、こんどこそ、子ブタを食ってしま
う、煙突からおりてって、つかまえてしまう、といいました。
そこで、子ブタは、なべにいっぱい水を入れて、炉のかぎにかけ、その下へ、ボンボン、
火をたきつけました。それから、オオカミがちょうど煙突からおりてきたところで、ぽい
と、なべのふたをとったので、オオカミは、スポンと、なべの中に落ちてしまいました。
そこで、子ブタは、またすぐ、ふたをして、オオカミをグツグツ煮て、晩ごはんに食べ
てしまいました。
それからずっと、子ブタは、しあわせにくらしましたと。
（石井桃子編・訳、J・D・バトン画『イギリスとアイルランドの昔話』、福音館書店、
2002）
